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＜研究概要＞ 

 

本研究では、既往理論に基づく数値解析手法の適用性の検証、水路実験による

掃流状集合流動における土砂動態の検証を通して、土砂・洪水氾濫対策検討に実

装可能な解析手法の提案を目的とした。その結果、土石流中の細粒土砂の挙動や

掃流状集合流動の機構に関する理論に基づき作成した解析プログラムにより、大

規模崩壊地から継続的に生じる土砂流出、新規崩壊により生じる大量な細粒土砂

の流出のいずれの現象も、条件設定に必要な現地調査結果が取得できれば、概ね

再現可能であることを示した。 

 

＜事後評価コメント＞ 

 

本研究では、土石流・掃流状集合流動区間において、細粒土砂の挙動を考慮し

た土砂動態解析手法を提案した。また、画像解析により、実験水路中の土砂濃度

を推定する新たな水路実験方法を提案するとともに同手法の有効性を示した。こ

れらの研究成果は、土砂・洪水氾濫の予測や効果的な対策への活用が期待でき

る。 

今後は、引き続き研究を継続することにより、掃流状集合流動区間における土

砂動態の未解明プロセスを明らかにしていただきたい。 

※評価基準 
Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった 
Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった 
Ｃ：一定の研究成果があった 
Ｄ：研究成果があったとは言い難い 

  


